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No.100

★大分市内の小学生・中学生は入園料無料です。 学生証などを見せて入園してください。

皆さんの撮影したステキなお写真で会報誌の表紙を飾ってみませんか。
なお、お写真・データはお返しできませんので、ご了承ください。写真募集中！！写真募集中！！

スタッフブログ、フェイスブック、Instagram、Youtube で
高崎山自然動物園のサルの出来事を紹介しています。

２０２０年度の出産個体一覧です。
今年度はＢ群83頭、Ｃ群52頭、計135頭の出産となりました。

出産日 出産個体名 子の性別
4月19日
5月11日
5月12日
5月14日
5月17日
5月18日
5月18日
5月18日
5月20日
5月21日
5月21日
5月23日
5月23日
5月24日
5月25日
5月28日
5月28日
5月28日
5月31日
6月 1日
6月 1日
6月 2日
6月 3日
6月 5日
6月 5日
6月 6日
6月 6日
6月 6日
6月 6日
6月 6日

出産日 出産個体名 子の性別 出産日 出産個体名 子の性別

Ｂ群
6 月 6日
6月 8日
6月 8日
6月 8日
6月 9日
6月14日
6月15日
6月16日
6月17日
6月20日
6月21日
6月22日
6月23日
6月23日
6月23日
6月24日
6月24日
6月25日
6月25日
6月25日
6月27日
6月28日
6月28日
6月29日
6月30日
6月30日
6月30日
6月30日
7月 1日
7月 1日

7月 1日
7月 5日
7月 5日
7月11日
7月11日
7月12日
7月14日
7月18日
7月19日
7月20日
7月20日
7月21日
7月21日
7月23日
7月25日
7月27日
7月29日
7月29日
7月30日
8月 2日
8月 5日
8月10日
8月28日

♂：43　　♀：40

ツクヨ
イキマス
クッキー
ゴコウ
ギョロメ
パスカ
イシロー
ビケイ
シナイ
ナゴリ
マツコ
シワク
ドウガン
ミタ
ジューク
スラット
ワサンボン
ヒダリミミ
デメキン
ミホ
ホノカ
リクルート
スッピン
コヤブ
ミポリン
アヤベ
フウシュウ
ユキモン
ハルク
ケンイチ

♂
♀
♀
♀
♀
♂
♂
♂
♀
♀
♂
♀
♀
♀
♂
♀
♀
♀
♂
♀
♂
♂
♂
♀
♂
♂
♀
♂
♀
♂

♂
♂
♀
♀
♂
♀
♂
♂
♀
♂
♀
♂
♀
♀
♂
♀
♀
♀
♀
♂
♂
♂
♂
♀
♀
♂
♂
♂
♀
♀

♂
♂
♀
♂
♂
♂
♂
♀
♀
♀
♂
♂
♂
♀
♂
♀
♂
♀
♀
♀
♂
♂
♂

ナミダ
シクシク
デコポン
ヒカル
ヒラメ
コスミー
ニッカ
ウッディ
コチョウ
オリガミ
スライム
ミスギ
イコイ
ペニー
カタギリ
アキラ
パックン
トント
ワルツ
キレキレ
ビビリ
クキ
アギト
カレン
アサリ
マウス
ナミ
ゴウモウ
エガジュン
エリマキ

ヒロバ
ヤッコ
アンテナ
トケイ
プー
ミチョパ
ロン
アツモリ
モンブラン
テスト
アマゾン
アイス
トンズラ
ニゴリ
トンカツ
ホクロン
ハリー
ギョロッケ
ミニオン
ゼッケイ
ミルミル
トリメシ
ジャグチ

出産日 出産個体名 子の性別
5月 2日
5月15日
5月21日
5月22日
5月27日
5月31日
5月31日
5月31日
6月 3日
6月 8日
6月10日
6月10日
6月11日
6月13日
6月13日
6月13日
6月13日
6月14日
6月18日
6月18日

出産日 出産個体名 子の性別 出産日 出産個体名 子の性別

Ｃ群
6 月18日
6月18日
6月19日
6月19日
6月21日
6月21日
6月21日
6月24日
6月24日
6月24日
6月24日
6月27日
7月 2日
7月 6日
7月10日
7月10日
7月10日
7月12日
7月14日
7月14日

7月16日
7月20日
8月 1日
8月21日
8月21日
8月21日
8月26日
9月 2日
9月 4日
9月 4日
9月 4日
9月 4日

♂：24　　♀：28

ムネキヨ
オフセ
ウワサ
ミカエル
サイジツ
フセナイ
クウガ
ミヤマ
クワガタ
ミート
サブロー
セイドウキ
カラメル
ハナミズキ
アマビエ
ビャッコ
エビチリ
ヨシキリ
ロッキー
ドウコウ

♂
♀
♂
♀
♀
♀
♂
♀
♀
♀
♀
♀
♂
♂
♀
♀
♂
♀
♀
♂

♂
♀
♀
♂
♀
♀
♀
♀
♂
♀
♀
♂
♂
♀
♂
♂
♂
♀
♂
♀

♂
♀
♂
♂
♀
♂
♂
♂
♀
♀
♂
♂

ネイリスト
カフェラテ
カスタード
ネウタ
カクサン
トコヤ
アンバラ
フセン
スノー
ラテ
ニーナ
ミルサー
ミクニ
アトズサリ
クロマグロ
テンドン
ナットウ
コンブ
ローソン
プリン

ポプラ
ハピネス
メシタ
ヒラタ
ムメ
フクミミ
カツドン
オリヒメ
モヤ
ネムケ
ピザ
ホマレ

Ｒ２.９.10現在
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Takasakiyama Member,s Club

　高崎山メンバーズクラブは、平成６年７月27日に発足しました。
　驚くことに、会費は今と同じ２年間1,000円でした。発足以来、26年間据え置きの会費です。
　発足当日はタレントの「西村知美」さんが１日園長として委嘱され、サル寄せ場でコン
サート等を行い、西村さんは「特別会員」となりました。
　その後、入会記念号として「高崎山メンバーズクラブ会報」が発行されました。
　会報は入会記念号と２号は片面刷りでしたが、３号からは両面刷りとなり年２～３回の
不定期発行だったようです。平成９年からは今と同じ年４回の発行になり、絵の上手なス
タッフのイラストが入ったりしていました。
　今回、入会記念号を掲載していますが、恐らく現在会員の方で、26年前に発行された、入
会記念号をご覧いただいたことのある方は数少ないのではないでしょうか？
　高崎山メンバーズクラブは、サルを通じて会員の方々と、職員間のコミュニケーション
を深める事と、高崎山への関心を持ってもらう事が主な目的でした。この度、100号を迎
えた会報は、この本来の目的を十分に果たしてきました。ネット等が発達している現在
に、紙ベースの会報が作成され続けていることは、他にはなくなってきているのではない
でしょうか。
　今回会報100号を迎えられたことは、この会報を通して会員の皆様から高崎山自然動物
園が愛されてきたきた証であると感じております。
　入会記念号にもありますが、今後も、ご指導ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

新しい餌新しい餌
　「サルたちに少しでも多く、美味しい餌が与えられるように。」との思いを込めて、サル
達が喜ぶ新しい餌は何かないだろうかと、一昨年から試験的にいろんな食べ物を与えてみ
ました。もちろん、サルの群れへ与えるわけですから大量に入手可能であり、冷蔵庫がな
くとも日持ちがするもので、かつサルに与える餌のカロリー量を決められているため、高
カロリーでないものでなければなりません。
　キャベツやダイコン、干しブドウ、乾燥したトウモロコシ、人工ペレット、動物用のグミ
など、様々なものを試してみましたが、その結果として、やはりというか、食べ慣れている
からというか、サツマイモがサルたちにとって一番嗜好性が高いものであると思われました。
　そこで、サツマイモをもっともっと細かく切って、小麦の餌の代わりにサル達に与えよ
うということで、なんとフードダイサーが高崎山に導入されました。
　サツマイモは小麦に比べてグラムあたりのカロリー量が低いので、サツマイモをフード
ダイサーで細かく切って、小麦の代わりに与えれば、同じカロリー量でも小麦の２倍近く
の餌の量を与えることができます。
　そうすれば、たくさんの餌をサルたちに与えることができ、多くのサルがサル寄せ場で
餌を食べられる可能性がでてきます。
　あとはサルたちが、細かく切ったサツマイモを気に入ってくれるかどうかでした。
　８月上旬から小麦に混ぜるようにしてサツマイモを細かく切ったものをサルたちに与
えはじめましたが、最初は「これはなんだろう？」と不思
議がるサルもいれば、細かく切ったイモを見て怖がって逃
げ出すサルもいました。
　しかし少しずつみんな慣れてきて、現在では細かく
切ったサツマイモと一緒に小麦を混ぜて与えているの
に、サツマイモしか拾わないサルもいます。
　まだまだ、細かく切ったサツマイモと小麦を混ぜた
「ブレンド餌」はサル達に対して、１日に
２回、１回の与える量は３kgか
ら４kgを与えているにすぎま
せんが、これからサルた
ちが「ブレンド餌」に慣
れ、好んで食べるように
なっていくと同時にブレ
ンド餌の回数を増やすな
どしながら、より多くの
餌をより多くのサルたち
に与えることができるよ
うになればと思います。

～令和２年秋号が、「高崎山メンバーズクラブ会報 100号」となりました～

「高崎山メ
ンバーズク

ラブ会報  
１号」


